
４
月
３
日
告
示
・

日
12

投
開
票
で
行
わ
れ
た
山
形

県
議
会
議
員
選
挙
で
、
日

本
共
産
党
は
鶴
岡
市
選
挙

区
で
関
と
お
る
氏
が
４
年

ぶ
り
に
議
席
奪
還
を
果
た

し
、
山
形
市
区
の
渡
辺
ゆ

り
子
氏
と
あ
わ
せ
て
２
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト

ッ
プ
」「
看
護
師
の
養
成

・
確
保
」
に
期
待
広
が
る

関
氏
は
選
挙
戦
の
中

で
、
安
倍
政
権
の
暴
走
政

治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、

「
庄
内
の
看
護
師
養
成
の

推
進
」
「
子
ど
も
の
医
療

費
高
校
卒
業
ま
で
無
料

化
」
な
ど
、
く
ら
し
・
福

祉
を
守
る
県
政
へ
の
転
換

を
訴
え
、
有
権
者
に
日
本

共
産
党
と
関
氏
へ
の
期
待

が
広
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
、
日
本

共
産
党
の
関
氏
の
得
票
数

・
得
票
率
は
と
も
に
前
回

を
上
回
り
ま
し
た
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

山形県議会議員選挙鶴岡市選挙区開票結果（選管確定）

当選 佐 藤 聡 自民・新 １３，０３１

当選 志 田 英 紀 自民・現 １１，３２８

当選 阿 部 信 矢 自民・新 ９，９５５

当選 阿 部 昇 司 民主・現 ９，７０２

当選 関 徹 共産・新 ９，２６９

草 島 進 一 無所属・現 ７，６４３

万歳する関とおる氏（前列中央）＝１２日、千石町の選挙事務所

党派別得票 前回との比較

今回(2015年) 前回(2011年)

得票数 得票率 得票数 得票率

日本共産党 9,269 15.2% 8,059 12.3%

自 民 党 34,314 56.3% 35,430 54.0%

民 主 党 9,702 15.9% 9,600 14.6%

無 所 属 7,643 12.5% 12,520 19.1%

日
投
・

12
開
票
の
県
議

選
で
日
本
共

産
党
の
議
席

回
復
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
躍
進
の
た
め
に
ご
奮

闘
下
さ
っ
た
党
員
・
支
持
者
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
人
は
み
だ
し
の
激
戦
の
中
で
勝
利

で
き
た
第
一
の
要
因
は
、
暮
ら
し
と
平

和
を
破
壊
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止

め
て
欲
し
い
と
い
う
、
日
本
共
産
党
へ

の
期
待
の
高
ま
り
で
す
。
都
議
選
、
参

院
選
、
衆
院
選
に
続
き
、
日
本
共
産
党

の
躍
進
の
流
れ
が
大
き
く
進
ん
で
い
る

こ
と
が
全
国
的
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

増
設
、
国
保
税
軽
減
、
看
護
師
確
保
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
の
拡
充
、

大
学
生
等
へ
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
創

設
、
米
価
暴
落
対
策
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

た
た
か
い
な
ど
な
ど
、
安
倍
政
権
の
悪

政
の
下
で
切
実
と
な
っ
て
い
る
、
暮
ら

し
を
守
る
政
策
へ
の
期
待
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
病
気
、
怪
我
、

家
族
の
介
護
、
期
日
の
迫
っ
た
仕
事
等

々
、
文
字
通
り
万
難
を
排
し
て
、
昼
夜

を
分
か
た
ず
活
動
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ

ま
の
奮
闘
で
す
。

公
約
実
現
に
む
け
、
ご
期
待
に
必
ず

お
応
え
し
て
参
る
決
意
で
す
。
今
後
益

々
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

関

と
お
る



日
、
平
成

年
度
の

14
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鶴
岡
市
重
要
要
望
事
業
項

目
に
つ
い
て
市
議
会
に
説

明
が
あ
り
、
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
、
正
副
議

長
、
各
会
派
代
表
及
び
各

常
任
委
員
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

冒
頭
に
市
長
あ
い
さ
つ

が
あ
り
「
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
制
導
入
に
伴
い
４

月
か
ら
の
納
税
額
が
１
千

万
円
を
超
え
た
。
地
域
の

特
産
品
の
奨
励
に
も
な
っ

て
お
り
今
後
各
庁
舎
毎
の

返
礼
品
も
考
え
た
い
」「
陸

羽
西
線
の
新
幹
線
化
の
動

き
に
は
反
対
し
な
い
が
参

加
は
し
な
い
。
羽
越
本
線

の
新
潟
同
一
ホ
ー
ム
乗
り

換
え
実
現
後
は
羽
越
本
線

の
新
幹
線
化
を
め
ざ
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
重
要
要
望
事

業
項
目
は

件
で
、
新
規

53

と
し
て
「
就
農
支
援
」「
商

店
街
の
施
設
整
備
等
の
継

続
支
援
」
「
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
の
継
続
」
「
庄

内
農
業
高
校
と
加
茂
水
産

高
校
の
魅
力
向
上
」
「
地

方
創
生
へ
の
支
援
」「
『
日

本
遺
産
』
の
認
定
」
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

最
重
点
事
項
に
は
「
先

端
研
を
駆
動
力
と
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
」「
少

子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
」
「
高
速
交
通
基
盤
整

備
」
「
中
高
一
貫
教
育
の

推
進
」
「
津
波
対
策
な
ど

防
災
対
策
充
実
」
な
ど
10

項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
、
市
民
・

関
係
者
の
議
論
不
充
分

出
席
し
た
加
藤
太
一
市

議
は
、
中
高
一
貫
教
育
に

つ
い
て
「
市
民
・
関
係
者

の
議
論
、
塾
度
の
醸
成
が

不
充
分
。
事
実
上
の
学
区

廃
止
な
ど
教
育
の
土
台
を

変
え
る
も
の
で
、
判
断
力

が
不
充
分
な
小
学
生
時
か

ら
選
抜
の
た
め
の
受
験
競

争
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
義
務
教
育
の
あ

り
方
と
し
て
も
問
題
が
あ

る
」
と
指
摘
。
市
民
・
関

係
者
の
充
分
な
合
意
を
前

提
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
榎
本
市

長
は
「
県
と
し
て
庄
内
に

一
校
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
教
育
委
員
会
に

検
討
さ
せ
て
き
た
。
市
と

し
て
要
望
し
て
い
か
な
い

と
実
施
て
き
な
く
な
る
の

で
要
望
項
目
と
し
た
。
今

後
も
充
分
検
討
し
て
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

参
加
し
た
議
員
か
ら

は
、高
校
再
編
の
考
え
方
、

特
別
支
援
教
室
の
充
実
、

道
路
改
良
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
要
望
項
目

を
整
理
し
県
や
各
省
庁
に

陳
情
・
要
請
を
し
ま
す
。

制
度
を
試
行
導
入

市
が
発
注
す
る
１
３
０

万
円
を
超
え
、
３
０
０
０

万
円
未
満
の
建
設
工
事
に

お
い
て
、
最
低
制
限
価
格

調
査
制
度
を
試
行
導
入
す

る
。(

※
３
０
０
０
万
円

以
上
の
建
設
工
事
は
、
今

ま
で
は
１
０
０
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事
の
場
合
に

提
出
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
工
事
内
訳
書
が
、
建
設

工
事
の
入
札
で
は
金
額
問

わ
ず
全
て
必
要
と
な
る
。

③
全
て
の
建
設
工
事
に

お
い
て
施
工
体
制
台
帳
の

提
出
が
必
要

市
か
ら
直
接
工
事
を
請

け
負
っ
た
元
請
は
、
下
請

契
約
を
締
結
し
た
場
合
、

全
て
の
建
設
工
事
に
お
い

て
施
工
体
制
台
帳
の
提
出

が
必
要
と
な
る
。

④
前
払
金
、
中
間
前
払

建
設
業
法
等
の
一
部
改

正
が
４
月
１
日
施
行
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
鶴
岡
市
で

は
平
成

年
度
の
入
札
契

27

約
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
最
低
制
限
価
格
調
査

受
注
を
防
止
す
る
「
低
入

札
価
格
調
査
基
準
額
」
や

「
最
低
制
限
価
格
の
設

定
」
。
見
積
能
力
の
な
い

業
者
を
排
除
す
る
「
工
事

内
訳
書
提
出
」
。
積
算
価

格
に
一
定
率
を
乗
じ
る

「
歩
切
り
」
の
禁
止
。「
施

工
体
制
台
帳
の
提
出
」
で

一
次
下
請
以
下
の
中
間
搾

取
を
防
止
。
公
共
工
事
品

確
法
の
改
正
で
「
労
働
者

の
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条

件
、
安
全
衛
生
、
労
働
環

境
の
改
善
に
配
慮
す
る
こ

と
」
が
加
え
ら
れ
、
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
「
公
契
約

法
」
の
制
定
求
め
る

法
案
審
議
の
中
で
、
日

本
共
産
党
の
穀
田
恵
二
議

員
は
、
生
活
関
連
公
共
工

事
へ
の
優
先
発
注
、
建
設

労
働
者
の
賃
上
げ
、
労
働

条
件
の
改
善
を
は
か
る
公

契
約
法
の
制
定
を
求
め
ま

し
た
（
昨
年
５
月

日
。

27

衆
院
国
土
交
通
委
員
会
）。

穀
田
氏
は
、
各
地
で
相

次
い
で
い
る
公
共
工
事
入

札
の
不
調
、
不
落
の
原
因

は
、
地
域
業
者
の
疲
弊
、

技
能
労
働
者
不
足
が
背
景

に
あ
る
と
指
摘
。
大
型
工

事
に
人
手
を
取
ら
れ
、
生

活
関
連
工
事
が
後
回
し
に

さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
震
災
復
興
や
防

災
・
減
災
、
老
朽
化
対
策

な
ど
、
住
民
生
活
に
直
結

す
る
事
業
を
最
優
先
す
べ

き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
労
務
単
価

は
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

現
場
で
は
賃
金
は
上
が
っ

て
い
な
い
。
確
実
な
賃
上

げ
実
現
の
た
め
に
は
、
公

契
約
法
の
制
定
が
必
要

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
で
通
り
低
入

札
価
格
調
査
制

度)

②
建
設
工
事

の
入
札
は
全
て

工
事
内
訳
書
の

提
出
が
必
要

平
成

年
度

26

金
に
つ
い
て
対
象
工
事
を

拡
大元

請
、
下
請
け
を
問
わ

ず
社
会
保
険
へ
の
加
入
を

促
進
す
る
た
め
、
ま
た
、

資
金
調
達
支
援
の
た
め
に

前
払
金
お
よ
び
中
間
前
払

金
の
対
象
工
事
等
を
拡
大

し
た
。

⑤
少
子
化
対
策
と
し

て
、
山
形
い
き
い
き
子
育

て
応
援
企
業
に
認
定
さ
れ

た
場
合
、
鶴
岡
市
指
名
競

争
入
札
参
加
者
名
簿
に
お

け
る
評
価
点
に

点
加
点

10

⑥
災
害
工
事
を
受
注
し

た
場
合
、
鶴
岡
市
指
名
競

争
入
札
参
加
者
名
簿
に
お

け
る
評
価
点
に
５
点
又
は

点
加
点

10
⑦
地
域
建
設
業
経
営
強

化
融
資
制
度
に
係
る
取
扱

要
綱
の
適
用
期
間
を
平
成

年
３
月

日
ま
で
延
長

28

31

建
設
工
事
の
適
正
施

行
、
品
質
・
担
い
手
確

保
を
目
的
に
法
改
正

今
回
の
入
札
契
約
制
度

改
正
は
、
昨
年
５
月

日
29

の
衆
議
院
本
会
議
で
建
設

業
法
等
改
定
案
、
公
共
工

事
品
質
確
保
法
改
定
案
と

建
築
基
準
法
改
定
案
が
全

会
一
致
で
可
決
・
成
立
し

た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で

す
。全

国
的
な
建
設
業
の
経

営
悪
化
や
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

受
注
な
ど
に
よ
り
建
設
企

業
の
疲
弊
や
下
請
企
業
へ

の
し
わ
寄
せ
を
招
き
、
結

果
と
し
て
現
場
の
技
能
労

働
者
の
高
齢
化
や
若
年
入

職
者
の
減
少
と
い
っ
た
構

造
的
な
問
題
が
生
じ
て
い

る
と
し
て
、
建
設
工
事
の

適
正
な
施
工
及
び
品
質
の

確
保
と
、
そ
の
担
い
手
の

確
保
を
目
的
と
し
て
法
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

制
度
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ


